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琉球諸方言における

アクセントの概観

「1・2音節名詞」の

上　村　幸　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　序

　現在までに私の調べることのできた範囲の方鷺について，琉球諸方言の「1

音節名詞」・「2音節名詞」のアクセントを概観したい。

　ここで扱う方氏名とその被調査者氏名・生年とは次の通りである。

　①　鹿児島県大島郡醤界濃墨久潟玖方雷　本田徹夫氏　1923

　②　　〃　　〃　　名瀬市名瀬方雷　田畑英勝氏

　③〃〃大和村回避方雷川島1蕊志氏1924
　④　　〃　　〃　　瀬戸内町諸鈍方雷　金久正氏　1906

　⑤　国頭郡国頭村奥方言　金城基昌運　1933

　⑥〃”半地方雷伊地兼康氏1937
　⑦〃羽地村絹上方露国島建夫氏1933
　⑨　　”　今帰仁村与那嶺方書

　⑨島尻郡伊昆名村仲田方金野村濃氏1933

　⑩　石瀬市石川方雷　石想武和氏　1935

　⑧　中頭郡読谷村大木方書　比嘉重雄氏　1933

　⑫〃北中城村屋宜原方雪伊佐常健氏1936
　＠）　書誌フゴ轡　　比嘉春潮氏　　1883

　⑭那覇市G日市内）方霞具志雄智氏1935

　⑮島尻郡佐敷村新里方雷嶺井勇氏1933

　⑯〃玉城村仲村渠方轡幸喜正吉氏1932
　⑰　　”　東風平村東風平方需　畏田有推氏　1936

　⑱〃糸満町方雪宮城タマ氏1903
　．⑲　　”　仲里村比嘉方雷　平良政賢氏　1933

　⑳平良市東月寒根方三一匡【稜氏1935

　⑳今宵郡城辺町西里添方雷高橋ツル民1921

　⑳石壇市大川方言石塊安清氏1932，局じく登野城方雷森田勝也氏1937

　⑳八重山郡哲富町小浜方言；ま戯英文氏1926，前イ「酸市氏1933
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　⑭　　tt　　”　　古見方雷　田場正男氏　1933

　⑳　　tt　与那国町祖納方言　平仲分光氏　1937，由田悟氏　1934，同じく久部良

　　方言　新晦永昇氏　1937

奄美大島諸島の諸方言については，九学会連合共同調査の報告の中で，こま

かい地点ごとの報告がなされるので，ここではその時（1955年）に私が調査し

た中から上記の②③④と，さらに，別の機会に私の調査した①とを代表として

加えるにとどめる。また⑧（与那嶺）は仲宗根政善氏の資料を使わせていただ

いた。⑱（首墨）は「沖縄語辞典」（島袋盛敏氏原著，国立国語研究所で編集

中）の資料を比嘉春潮氏の発音によって確かめたものである。その他の資料は

臨地調査を行う場舎の準備のつもりで主として沖総財団南灯寮の学生諸氏につ

いて最近行った短時間の調査の結＝果を利用したものである。これら学生諸氏の

話す方言の中には，標準語や沖縄共通語的方言（那覇方言に近い）などの影響

が見られる場合が多いために，その調査結果は資料としてやX適当でない点も

ある。その点は他日臨地調査を行った場合に補って行きたいと考えている。な：

お，①～㊧のすべての：方言について共通してアクセントを調べることのできた

「1・2音節名詞」は100語内外である。

2　概　観

　琉球諸方鷺のアクセントは，島ごと1・：．はもちろん，ほとんど部落ごとに，高

低・強弱などの微妙な違いが見られるのが普通で，一般に話し手たちは近接の

部落とのアクセントの差異に敏感のようである。部落ごとの差異は，アクセン

トばかりでなく，音韻・語彙・文法などすべての面に見出されるが，交通不便

な離れ島であるということに加えて，廃藩以前の移住の制限とか，通盆圏の狭

さなどの事情が，方書のこのような多様性を生んだ原因であろうか。

　しかし，隣接する部落ごとのアクセントの微細な差異を追求する前に，主と

して内地方鴛との尉応という点から，アクセントによる諸方書の分類を試みて

見ると，上記の①～㊧の方言は，まず次の4穣のヵ書に分けられそうである。

｛麟烈：：：li：1；雛1瑠、，、磯｝の・・に分かれる方香・一l
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｛隣繍1：：：ll：1猟1轡覗｝の・・に榊・謄一・・…一・

儲繍1：：器瓢，、鯛｝の・・に榊礁…・一…・

｛離開1：：：11：1：鰍，類、｝の・隅棚・ない旙・…一…・

　1～Nのおのおのに属する方言はほぼ次の通りとなる。

　1に属する方言…徳之島諸方言。沖永良部最遠方言。￥肖縄本島国頭郡の⑤～

⑧の諸方醤。与那国島事納および久部良方蕎㊧。また，以上とかなり異なる点

を有するが1に準ずるものとして，伊是名島仲田心血⑨，那覇方言⑩など。

　Eに属する虚血…奄美大島瀬戸内地方の諸方書（代表として加計呂麻島画面

方書④），首里方書⑱。石垣市大Jil・登瞭城方言⑳。小浜島小浜方雷鰺。西表

島古見方言⑳。

　題に属する方言…喜界島の大部分の方喬（代表として手久津久方言①）。奄

美大島北部の諸方雷（代表として名瀬市名瀬の方需②）。与論島の一部の方言

など。

　Wに属する方言…奄美大島中部の諸方言（代表として，大和村戸円方雷③）。

与論島の一部の方雷。沖縄本島の糸満町方言⑱。宮古島の平良市東仲宗根⑳，

城辺昨顯墨蹟⑳の諸方言など。

　なお，沖縄本島の石川市石川⑩，読谷村大木⑪，北中城村屋畑原⑫，佐敷村

新里⑮，玉城村仲村渠⑯，東風平村東風平⑰の諸方欝，久米島の比嘉方雷⑲な

どの諸方言のアクセントは，首里のそれに非常に近いものと，や守谷なり那覇

方雷などに近いものと，さらにその両者とも異なる点のあるものとがあるが，

調査した語数が充分でないので，いまのところ分類を保留するG

　以上のうち，奄美諸島の諸方雷の分類は九学会連合の共同調査の結果（奄爽

大島と喜界島は服部四郎博士と私，徳之島は服部博士，沖永良群島と与論島は

徳川宗賢氏の調査による）を利用したものである。

　なお，以上の分類は，内地方雷のアクセントの型に対応しない「その他の型」

の存在を否定するものではない。事実，そのような「その他の型」に属する小

数の語が存在する方言も少くない（資料参照）Q
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3　資料とその注記

　次の頁以下に，内地断滅の次の28語に対応する形とそれに主格の助詞の付い

た形とを掲げる。

ド2音節名詞」

　　1類　算　風　腰　魚

　　2類音橋川人
　　3類　花　雲　隼

　　4類　患　海　船　今日

　　5類　爾　影　婿　桶

「　1　音節名言司」

　　1類　血　帆

　　2類　名　葉

　　3類　木　田　E

　　ほかに歯，および

　〈豚〉を意味する語。

　資料は⑧⑱⑭以外は簡略音声表記による。しかし，破裂音・破擦音に喉頭化

をめぐる音韻的対立の無い方喬，および被調査者がそれの区溺を消失しかけて

いると認められる方言については有気・無気の記号を用いない。⑧⑬⑭につい

ては音素表記（服部四郎：「沖縄方言の書語年代学的研究」民族学研究19の2

のそれに従う）による。アクセントは「LトKゾKrの7種の記号を用い

て簡略に記す。また，音韻撫こ見て重要でない個所の記号を省略することもあ

る。

　〔各方言資料の注記〕

　①九学会における調査により，喜界島諸方雷のうち小野津方書（服部博士

の調査）を除く大部分の三三は①と僅かな違いはあっても皿に属することが分

かった。

　なお，①では語頭の即行のhと力行のhとの区Sljがかろうじて保たれている

ことを最近知ったので記しておく。すなわち，力行のhは比較白勺強い息で始ま

るのに反して，ハ行のhは軽く，有声のhのように発せられる。前者を［h］，

後者を［fi］で記す。

　　力行　［ha「di］〈風〉，［レ／hir〕〈木〉，　hu「∫i］〈腰〉

　　ハ行　腿a㌔a］〈鼻〉，財駈］〈日〉，［fiu「∫i］〈星〉

　③2モーラ以上の場合は最後のモーラが高く，かつ3モーラ以上になると

最後から2番目のモーラが最も低い。しかし，同じW型に属（137頁へつづく）
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　　　②　名
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　　　③　戸　円
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？utfu　？ut‘unu

haSi　haSinu
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宅3u　　　　　　　t3unu
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　　　　⑥　半　地

F¢ana　｝一¢ananu

トhad3i　　　卜『had3imユ　．

トh導∫i　　　　　　トhg∫inu

F？ju二　　　！一？ju：n疑

ト2utu　ト？utunu

トφa∫i　　　　　　　｝一φa∫in媛

トha：　トha：nu

トtSU：　トtSUmu

ri，）arna　ptarRaLnu
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　　　　⑪　大　木

「hana　　　「han2し簸u

rkad3i　rkad3inu

「k‘唇∫三　　　「kB∫inu
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tSu

トhana

トk律斑琴

トtu∫i
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卜？u瓢．i

　　　　．
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トka4
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「一”
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rhaSiLAtt

rka：Lntt

YtSunu
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FtuSinu
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ト？uminu
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　　　　⑬矯里

rhaLpq．　”hanaLnu

「kaし耳i　　　「kaziL孕U

「kuしsi　「kusi・興

「？iLju　「範Uしnu

「2u沈u　「？utUt瓢

rhaLsi　rhasiLnu

Xkaa　rkaLanu
臥Qcu　　　　「QCULエIU

I一一hanq　Yhananu

トku騨　Fkumgnu

段usi　トtusi瓢

ト？iigi　　　　　　　ト？iicinu

ト？umi　　　トPu斑無μ

トhuni　睡u曲μ

トcuu　　トcuu瓢

i一？ami　F？aminu

トk賜呂i　トkaag瀬

ト瑠唾uト一二u興
←’uμ奪i　　　ト’砥ukinu

；xcii　rciLinu

Xhuu　rrhuLunu

ixnaa　rnaLanu

転hwaa　　「hwaLan研

1－kii　Fkiinu

ト毛aa　　トtaanu

ト禰圭　　トmiinu

トhaa　　トhaanu

I？waq．　Y一？waanii
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ト？utu
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←Pa瓢呈
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「2UL瓢卿
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トcuu加

　？ami「耳u

r！〈　aaLg　i“．　u

mugrlgu　rmuuLkunu

’騨「琴i

卜cii

トhuu

i－naa

トh　　wa我
　　　　tt　　　t　　　　．

トkii

トtaa

ト面i

トhaa

｝一Pw照

「’UUし1〈ir｝U

Yciinu

Fh　　uunu
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Yn，aanu

Fh　　waanu
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taarnu

miirnu

haarnu

2waa『ｨμ
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　　　　⑳　小　浜

　「p奪L鍛a　　「peLnanu

rkanLd7．i　円くantd3inu

「k躯s璽i“kgLtsi’nu

F？i［rmtsu　r？iLtsunu

r”？uLtu　r’？uLtunu
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　　　　⑳　古　見

「paしna　　　「茎）aしnanu

「kaLd3圭「kaLd3圭加

rk“Lsl’　rk？si’knu

「2ましju　　　　　　　 「？iLjunu

「2モユしt撃　　　　　「2竃ユtULnu

rpaLs）’　FpaslLLnu

臥ka二　　　　「kaL：nu

「glLtu　　　「9工tUL且U

Fpana　トpana皿u

トtgs’i

ト21k嫉

トtgmarl’

ト鞠ユi

トkjUi

ト？ami

トkagi

Fnukubud3a

数tsl’：

叙pu二

ixna：

itpa：

eki，

Ftai

トmi＝

トpa：

ト2unta

ト七“s茎nu

ト2ik¢inu
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トkju：nu

ト2aminu

卜kag三撫
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r
　PULMU

r
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トki：nu

トtarnu

トmi：nu

トpa：nu

ト？untaniユ
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（12頓からつづく）する佳用村石原方言では，金体が平板に発音される。

　④Kを付した音節の短い母音は半長である。また，「2音節名詞」3・4・5

類型の語は，単独の場合，第2音節の母音がやや上昇約であり，またやや長い。

　なお，この方言では，［p〕，［t］，［k］，［s］，［∫］，〔t∫］，〔r〕，〔m〕，［1］な

どの子音が語末に立ちうる◎

　⑤　「慰。海・船・今日・影」の型は，単独の場合う！・2類と同様に発音さ

れることもある。

　⑦kで記したものは，わずかな下降を示す。

　⑧仲宗根政善氏の稿本「今帰仁村与那嶺方君集（徳川宗賢氏の写本による）

収録の語を表記のみ音素表記（服部博士のものに従う）に変えたものである。

　⑩　「1・2音節名詞」の1・2類の型は第2モーーラ以下がやや低く発畜され

ることがある。

　⑪「1・2音節名詞」の1・2類の型は，第1モーラにstressがあり，第

2モーラはやや低い。また，第3モーラ（助詞）は第1モーーラと同じくらいの

高さになることがある。

　⑫被調査者の発音では，「2音節名調」eま単独では型の区別がない。

　⑬首里の士族の：方言である。「2音節名詞」1・2類の型に鉛直が付いた場

合にも，第1モーラにややstressがある。

　「2音節名詞」4・5類のうち，第1音節が長音化されない語には次のよう

なものがある。

　4類：F？atu〈跡〉．　Y？awa〈粟〉．　F？Nni〈稲〉，　Rumi〈海〉．　Fkasa〈笠〉，トk：asi

〈糟〉．トkata〈肩〉，トCUU〈今吾〉．トsiru〈汁〉．　Yzita〈下駄に対応〉，婁izi〈筋〉，

1－ziN〈銭〉，　Ftani〈男根，種に対応〉．トnee〈苗〉，卜huka〈他〉など。

　5類：ト？asi〈汗〉，ト？ami〈繭〉，トkazi〈蔭（ただしトkaag三の形もある）〉，トkutuu

〈i琴〉，1－giju〈露〉．トhwaru〈春（：交：語的）〉，「giLru〈鶴〉，’”？aしci〈秋（：交語的）〉など。

　同じく4・5類で第1音節が長くなる語には次のようなものがある。

　4類：F？iici〈息〉，ト？iiCU〈絹の意〉，ト？iiCUU〈糸〉，ト？uuku〈爽〉，ト？uubi〈帯〉，

トsuura〈先，梢などの意。控1に討応？〉，ト照aka〈中〉，←haas圭〈箸〉，随aai〈針〉，

F？uu睾i〈臼〉，トmaagi〈松〉など。

　5類＝トkaagi〈影〉，トsaaru〈猿〉，トmuuku〈婿〉，ト’uuki〈桶〉など。
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　そのほか，首里方言で第1音節が長く，内地方書や沖縄本島以外の方雷で短

い形で現われる語には次のようなものがある。

　ト？iibi〈指〉，　Fkaain三〈tt’・〉，　Fkaamii〈亀〉，　卜kuui〈∫i養裡〉，　トkuuga〈坦口〉，　トkuugi

〈陰毛〉，トkuusju〈古酒〉，　Fkuubu〈昆獅〉，　guuhuくこぶ〉，トtaagUくたこ，水桶〉，

Ydaagu〈だんご〉，トtaabi〈足袋〉，　Fciiba〈牙〉，←caaNくちゃぼ〉，卜diigu〈婚期〉，

Ftiida〈太陽〉，トtiiru〈籠の一種〉，｝多aasju〈座主〉，トsaazi〈鷺〉，トsii多a〈晃，年上〉

卜一siisi〈獅子〉，　ト婁ii婁i〈煤〉，　トnaagU〈名子〉，　トnaabi〈鍋〉，　トnuusi〈主〉，　Fnuuriくこ

け〉，トnuuru〈祝女，のろ〉，｝baaN〈番〉，トbiiru〈海掛〉，トh］aaku〈百〉，トhwiiza

〈嚢〉，トhwiibu〈蛇〉．卜hwiiraくへら〉．　lthuugi〈よもぎ，九州方書などの「ふつ」に対

応〉，Fmaai〈毬〉，　Fmaaku〈幕〉，　Fraaaml〈豆〉，　Fmuutu〈元〉，ド3aasi〈棚子〉，

F’jaadu〈宿〉，ドluuci〈よき，斧〉，　FiiN〈縁側〉，ト’wiiri〈襟に対応〉，ト’uui〈叛〉，

’uusa〈をさがまち〉，’UUN〈斧〉など。

　⑭被調査者の発音では助詞が付かない場合に区別がないばかりでなく，助

詞が付いた場合の「2音節名詞」の1・2類型と3類型との匿別も失われつつ

あるように見受けられた。

　⑯被調査老は廃藩のころ久米村から移住した士族の出身なので，仲村渠の

在来の方言とは多少違いがあるかもしれない。

　⑰1モーラ・2　一e　一一うの場合を通じて，単独の場合は型の区溺の意識が少

く，平板型の語も下降型に発音されることがある。

　⑱助詞が付いた時には型の区別がない。単独の場合も，型の区鯛の意識が

あいまいである。おおむね平板に近く発音される。

　⑲おおむね平板に発音される。

　⑳平板にも，時に助詞の部分だけ低くも発音される。

　⑳　大川方喬のアクセントは登野城方需のそれに近いので，後者のみをあげ

る。

　㊧　この方書は強い呼気のための無声化がはなはだしい。時に1～2音節の

語が全く声を伴なわずに発音される。また，⑳⑳の被調査者，石面・森田・前

仲の3氏の発音によれば「歯」は「1音節名詞」1～3類の型よりもさらに低

い。また前仲氏は「規」をゼ歯」と同じく低く発音する。

　㊧　久部良方欝のアクセントは祖納方言のそれにほぼ等しいので，後者のみ

をあげる。高平調に記した形は末尾の部分がやや上昇する傾向を有する。
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、4　結　び

　調査地点数。調査語数とも充分でないのでいまだ不明な点がはなはだ多い。

結びとしては次の点を指摘するにとどめる。

　第1に，「1・2音半名詞」の1類と2類とが区別される方言にはいまのとこ

ろ出会っていない。

　第2に，　「2音節名詞」の4類と5類との甲子が保存されていると認められ

る方言もいまのところ見当らない。

　そしてこの4・5類名詞は，ことに沖縄本島およびその属島の諸方書でやや

複雑な様桐を示している。沖縄本島と属島の諸方書について4・5類の語を層

群して見ると，

　まず，終始3類と行動を共にする「雨」ド汗」などの語がある。（これは置型

の方言にも共通）。次に，第1音節が長音化する場合としない場合とがある。

これは方言により異なり，長音化の傾向は⑩～⑭，⑯，⑱などで強く，国頭の

請方言では少いらしい。そして，長音化しない場合には，1・2・3類と別の型

を取る場合（国頭にはそのような語が多く，それ以外では少い）と，1・2類

型か3類型のいずれかへ移行（多くは3類へ）している場合とがある。これら

の事情および長音化の原因などについては，今後，調査語と地点とをふやして

調べて行けば次第に全貌が明らかになろう。

　第3に，琉球諸方書のアクセントの型の区励のしかたは，内地：方響中，九州

諸方言のそれに近い。1～Wそれぞれは九州の各種の型の区別のしかたとの類

似を思わせる。しかし，琉球・九州両方書が，それぞれにもつ個朋的な特色

（アクセント以外の）の大きさから考えて，両方言中の特定方需同志の関係を

求めることには無理があり過ぎる。今後，琉球諸方書についての資料をふやし

て行けば，1～IV相互の関係や，九州諸方雷との関係もはっきりして来るであ

ろう。

　〔付　記〕

　掲げた資料の中には，不満足な観察しか行えなかったために，私にとってやや自信の

ないものもいくつかある。それは，観察に充分な時間をかけていないからでもあるが，
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そのほかに，被調査者自身のもつ方雷の「ゆれ」にもよっている。

　沖縄本島（およびその属島）の諸方奮についてはことにそうで，若い被調査者の方雷

はいずれも那覇方言や標準語の影響下にあり，ために，音声・アクセントについても自

僑のない報告しかえられない場合がはなはだ多かった。沖縄本島では，新しい世代の闘

に標準語と那覇方諦こ強く影響された「沖縄共通方言」が生まれつつあるのであろう。

（奄美や先島の場合はさほどではない。）

　そのような被調査養による資料をもこの報告に含めたのは，；大よその傾向を知るため

にはそれでも役に立つだろうと考えたからである。しかしそれらについては，年長看を

被調査者として改めて臨地調査する機会をえたいと思う。
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